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１ みき市議会だより189号
令和５年３月 定例会

3月
定例会
3月
定例会
3月
定例会

　

３
月
定
例
市
議
会
は
、
２
月
22
日
か
ら
３
月
28

日
ま
で
35
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
に
は
、
市
長
か
ら
各
会
計
の
令
和
５

年
度
当
初
予
算
や
令
和
４
年
度
補
正
予
算
な
ど
議

案
23
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
、
７
日
及
び
８
日
の
３
日
間
、
質

疑
・
一
般
質
問
を
行
い
、
８
日
に
は
、
令
和
４
年

度
補
正
予
算
の
議
案
５
件
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

28
日
に
は
、
残
る
18
件
の
議
案
の
う
ち
、
12
件

を
全
会
一
致
で
、
６
件
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
請
願
４
件
に
つ
い
て
１
件
を
全
会
一
致

で
採
択
、
３
件
を
賛
成
多
数
で
継
続
審
査
と
す
る

と
と
も
に
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

▲ リニューアルオープンした三木スケートボードパーク

令
和
５
年
度

　
　
　

一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

令
和
５
年
度

　
　
　

一
般
会
計
予
算
な
ど
を
可
決

□おもな内容□
Ｐ２～4
　●議案等の審議結果
　●意見書
Ｐ5～14
　●賛否が分かれた案件
　●質疑・一般質問
　●行政視察の受入
Ｐ15
　●常任委員会審査報告
Ｐ16
　●意見交換会を開催　
　●常任委員会管内
　　行政視察報告
　●5月臨時会及び6月
　　定例会のお知らせ
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条

例

等

可　決
（全会一致）

　学校給食の円滑な運営や食育の推進を図り、学校給食に関する課題等に
ついて、学識経験者、保護者の代表者及び学校関係者等から幅広く意見を
求め、審議することを目的として三木市学校給食審議会を設置する。

三木市学校給食審議会条例の制定について

可　決
（全会一致）

　正規職員と会計年度任用職員との待遇面における格差の解消を図るため、
正規職員の夏季休暇の付与日数を「７日」から会計年度任用職員と同じ「５日」
へ改める。また、連続する３日以内の期間で取得できるリフレッシュ休暇を新設
する。

職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）　令和５年度から学校運営及び学校運営への必要な支援に関して協議す

る機関として学校運営協議会を設置することに伴い、その委員に対して報酬
を支給する必要があるため、所要の改正を行う。

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）

　令和４年１１月に策定した三木市財政健全化計画に基づき、職員等の出張
時に支給する旅費（日当）を国家公務員に準拠した支給額に改める。

三木市職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（賛成多数）

　平均寿命の延伸など社会環境が大きく変化している中で、高齢者福祉施
策の見直しを行う必要があるため、敬老祝金の対象となる年齢及び支給回数
等を改める。

三木市敬老祝金条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（全会一致）　健康保険法施行令等が一部改正されたため、出産育児一時金の支給額

を改める。

三木市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（賛成多数）

　市内に工場等を新設又は増設する事業者に対する助成を継続し、企業立
地の促進、既存企業の定着及び雇用の促進を図るため、条例の失効日を令
和７年３月31日に延長する。

三木市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（賛成多数）

　国民健康保険財政健全化計画に基づき、令和３年12月議会において令和
４年度から令和６年度までの保険税率の改定を行ったが、県が県基金や剰
余金の一部を県国民健康保険事業特別会計の財源としたこと等を要因とし
て、県が市に求める標準保険税率の伸び率が当初想定していたより鈍化した
ことから、令和５年度の保険税率の改定を行う。

三木市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例
の制定について

議案等の審議結果議案等の審議結果
条

例

等
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予

算

可　決
（全会一致）

　災害が多発化、激甚化する中、消防団員の処遇を改善し、地域防災力の
充実強化を図る必要があることから、消防庁が定めた非常勤消防団員の報
酬等の基準に基づき、一年間に支払う報酬額及び災害出動に対して支払う
報酬を改める。

三木市消防団条例の一部を改正する条例の制定について

可　決
（賛成多数）

　県道バイパスの整備に伴う旧道の移管や開発による道路の整備に伴い、
起点又は終点に変更が生じた市道路線の廃止及び認定を行う。

市道路線の廃止について
可　決

（全会一致）
市道路線の認定について

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ86億6,700万円とする。
可　決

（賛成多数）
令和５年度三木市国民健康保険特別会計予算

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ355億2,000万円とする。
（主な内容）

・結婚新生活を支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［4,745万円］
・妊娠から出産・子育てを伴走型相談支援と経済的支援で応援　　  ［4,684万円］
・教育・保育施設の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ［9,780万円］
・学校給食の食材高騰分を支援　　　　　　　　　　　　　　　［2,900万円］
・教育センターの改修工事 　　　　　　　　　　　　　　　  ［1億1,800万円］
・みっきぃ☆健康アプリの利用促進　　　　　　　　　　　　　　 ［3,031万円］
・窓口のキャッシュレス化を推進               　　　　　　　　　　　 ［719万円］
・飼い主のいない猫の不妊・去勢手術を支援　　　　　　　　　　　 ［37万円］
・次期ごみ処理施設の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　［6,665万円］
・し尿処理施設（クリーンセンター）の改修工事　　　　　　　　　　［3,230万円］
・「ナラ枯れ」等の危険木の伐採を支援　　　　　　　　　　　　　［300万円］
・官民連携によりスマートシティを推進　　　　　　　　　　　　　　［100万円］
・立地適正化計画を策定　　　　　　　　　　　　　　　　　　［1,300万円］
・密集市街地を改善するため測量等を実施　　　　　　　　　　  ［1,880万円］
・狭あい道路の整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ［290万円］
・消防団員の処遇改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［5,714万円］
・消防署吉川分署を移転、建替え　　　　　　　　　　　　　　  ［9,300万円］
・ため池の防災対策を支援　　　　　　　　　　　　　　　  ［1億2,721万円］
・ゴルフを核にしたまちづくりの推進　　　　　　　　　　　　　　 ［7,354万円］
・ふるさと納税返礼品の開発を支援　　　　　　　　　　　　　　［2,000万円］
・ひょうご情報公園都市の整備を推進　　　　　　　　　　　　　［7,000万円］
・スマートインターチェンジの整備を推進　　　　　　　　　　　［3億7,700万円］
・山田錦の郷の整備を推進　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［6,900万円］
・三木城跡の発掘調査及び周辺施設を撤去　　 　　　　　 　　 ［2,830万円］

令和５年度三木市一般会計予算
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請

願

１ 訪問販売や電話勧誘販売について、消費者があらかじめ拒絶の意思を表明した場合には勧誘してはなら
　ない制度とすること及び事業者の登録制を導入すること。
２ SNS等のインターネットを通じた通信販売の勧誘等につき、行政規制・クーリング・オフ等を認めること、及
　び権利を侵害された者はSNS事業者等に対し、相手方事業者等を特定する情報の開示を請求できる制度
　を導入すること。
３ 連鎖販売取引について、国による登録・確認等の開業規制を導入すること及び規制を強化すること。

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ75億3,200万円とする。
可　決

（全会一致）
令和５年度三木市介護保険特別会計予算

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ３億円とする。
可　決

（全会一致）
令和５年度三木市学校給食事業特別会計予算

　歳入歳出予算の総額を、それぞれ15億9,100万円とする。
可　決

（賛成多数）
令和５年度三木市後期高齢者医療事業特別会計予算

　歳出予算の総額を、29億149万6千円とする。
可　決

（全会一致）
令和５年度三木市水道事業会計予算

　歳出予算の総額を、50億7,362万8千円とする。
可　決

（全会一致）

可　決
（全会一致）

令和５年度三木市下水道事業会計予算

可決（全会一致）令和４年度三木市一般会計補正予算（第11号）

可決（全会一致）令和４年度三木市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

可決（全会一致）令和４年度三木市介護保険特別会計補正予算（第４号）

可決（全会一致）令和４年度三木市学校給食事業特別会計補正予算（第４号）

可決（全会一致）令和４年度三木市下水道事業会計補正予算（第３号）

継 続 審 査
（賛成多数）

継 続 審 査
（賛成多数）

国の責任による「20人学級」を展望した少人数学級の前進を求める請願

意

見

書

特定商取引法平成２８年改正における５年後見直しに基づく同法の抜
本的改正を求める意見書

「さんさんギャラリーオアシスの存続を求める」請願

採　択
（全会一致）三木市の学校給食をより良くするための請願

継 続 審 査
（賛成多数）三木市高齢者温泉施設等利用助成制度の継続を求める請願

下記の事項を政府に要望しました。　　　　　　　　　　　　　　　  （令和5年3月28日可決、同日提出）

◆ 特定商取引法平成28年改正における５年後見直しに基づく同法の抜本的改正
　 を求める意見書

政 府 に 要 望 （要旨）
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公
政
会

　
　
　

 

岸
本
和
也 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
人
口
減
少
対
策
と
市
外
へ

　
　

の
Ｐ
Ｒ

　

・
財
政
健
全
化

　

・
中
央
公
民
館
等
複
合
施
設

中
央
公
民
館
等
複
合
施
設

　
　

①
（
※
１
）
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

　
　

グ
型
市
場
調
査
の
結
果

②
商
工
会
議
所
参
画
決
定
後
の
協

議③
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　
　

①
中
央
公
民
館
等
複
合
施
設

　
　

整
備
に
関
す
る
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
市
場
調
査
に
つ
い
て
は
、

民
間
事
業
者
９
者
か
ら
参
加
申
込

み
が
あ
り
、
対
話
型
の
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
た
。

　

事
業
者
の
業
種
の
内
訳
は
、
建

設
、
不
動
産
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
等
の
６
者
、
建
物
管
理
、

運
営
会
社
が
３
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

民
間
事
業
者
か
ら
の
主
な
意
見

や
提
案
と
し
て
、
事
業
手
法
に
つ

い
て
は
設
計
、
建
設
及
び
維
持
管

理
の
セ
ッ
ト
発
注
で
あ
れ
ば
事
業

者
間
で
の
創
意
工
夫
に
よ
り
コ
ス

ト
メ
リ
ッ
ト
が
出
せ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
提
案
を
い
た
だ
い
て

い
る
。

三木市敬老祝金条例の一部改正

三木市国民健康保険税条例の一部改正条例の一部改正

三木市企業立地促進条例の一部改正

令和５年度三木市一般会計予算

令和５年度三木市国民健康保険特別会計予算

令和５年度三木市後期高齢者医療事業特別会計予算

国の責任による「２０人学級」を展望した少人数学級の前進を
求める請願（継続審査とすることに賛成＝○、反対＝●）

「さんさんギャラリーオアシスの存続を求める」請願（継続審
査とすることに賛成＝○、反対＝●）

三木市高齢者温泉施設等利用助成制度の継続を求める請願
（継続審査とすることに賛成＝○、反対＝●）

件　　　名
古
田
　
寛
明

新
井
　
謙
次

大
西
　
秀
樹

板
東
　
聖
悟

大
眉
　
　
均

内
藤
　
博
史

松
原
久
美
子

初
田
　
　
稔

草
間
　
　
透

泉
　
　
雄
太

穂
積
　
豊
彦

堀
　
　
元
子

藤
本
　
幸
作

岸
本
　
和
也

中
尾
　
司
郎

議
決
結
果

公 政 会
（４名）

よ つ 葉 の 会
（４名）

公 明 党
（2名）

日本共産党
（2名）

走政
クラブ
（1名）

志 公
（2名）

可決

可決

可決

可決

可決

可決

継続
審査

継続
審査

継続
審査

賛否が分かれた案件 賛成＝○　反対＝●

※1.堀元子議員（公政会）は議長職のため、表決権はありません。
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○

○

○
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※1

議
　
長

問

答

　

３
月
６
日
、
７
日
、
８
日
に
質
疑
・
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

８
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
、
議
案
を
は
じ
め
市
政
全
般
に
わ

た
り
理
事
者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
の
一
部
を

要
約
し
て
掲
載
し
ま
す
。

質
疑
・
一
般
質
問

質
疑
・
一
般
質
問
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▲複合施設として整備予定の中央公民館と三木商工会館

　

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
公
共
交

通
機
関
が
近
く
、
利
便
性
が
高
い

た
め
、
利
用
状
況
に
も
よ
る
が
、

現
状
と
同
じ
平
面
駐
車
場
が
良
い

の
で
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
民
間
提
案
施
設
と
し
て

カ
フ
ェ
を
併
設
し
た
屋
外
の
子
ど

も
多
目
的
広
場
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
る
こ
と
で
多
世
代
が
集
う
施
設

を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
提
案
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
民
間
提
案
施
設
と

し
て
、
ホ
テ
ル
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
の
可
能
性

に
つ
い
て
も
聞
き
取
り
を
行
っ
た
。

　

ホ
テ
ル
に
つ
い
て
は
、
複
合
施

設
構
想
と
一
致
す
る
も
の
が
あ
れ

ば
継
続
し
て
協
議
し
た
い
と
の
意

向
を
示
し
た
事
業
者
が
あ
っ
た
。

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
や
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ギ
ャ
ラ
リ

ー
な
ど
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

事
業
敷
地
が
狭
い
、
あ
る
い
は
、

稼
働
率
が
見
込
め
な
い
た
め
立
地

は
難
し
い
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

②
令
和
４
年
10
月
に
三
木
商
工
会

議
所
が
複
合
施
設
整
備
へ
の
参
画

を
表
明
さ
れ
た
後
、
12
月
に
は
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
実

施
に
つ
い
て
三
木
商
工
会
議
所
に

説
明
を
行
い
、
令
和
５
年
３
月
１

日
に
は
調
査
結
果
を
報
告
し
た
。

　

今
後
、
三
木
商
工
会
議
所
の
会

員
で
構
成
さ
れ
る
「
商
工
会
館
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
で
協
議
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

市
は
、
三
木
商
工
会
議
所
が
商

工
会
館
の
整
備
に
関
す
る
考

え
方
を
ま
と
め
ら
れ
た
後
に

三
木
商
工
会
議
所
と
の
協
議

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

③
令
和
４
年
８
月
に
策
定
し

た
「
中
央
公
民
館
等
複
合
施

設
基
本
構
想
」
で
は
令
和
８

年
度
中
の
供
用
開
始
と
し
て

い
る
が
、
そ
の
後
、
令
和
４

年
10
月
に
、
三
木
商
工
会
議

所
が
参
画
を
表
明
さ
れ
た
ほ

か
、
入
居
団
体
と
の
協
議
や

調
整
が
必
要
と
な
る
。

　

こ
の
た
び
の
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
市
場
調
査
の
結
果
を

基
に
、
事
業
手
法
や
今
後
の

進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
も
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
利
用
者
や
地
域
の

方
々
の
御
意
見
も
十
分
に
お
伺
い

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
当
初
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
、
施
設
利
用
者
や
地
域
の

方
々
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
施
設
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　

よ
つ
葉
の
会

　
　
　

 

草
間　

透 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　

の
進
捗

　

・
公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン

　
　

ケ
ー
ト
調
査
結
果

財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

進
捗

　
　

①
歳
入
１
億
３
千
万
円
、
歳

　
　

出
２
億
５
千
万
円
の
内
訳
と

　

数
値
目
標
の
更
新

②
各
種
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直

　

し
③
人
件
費
の
抑
制
・
削
減
（
時
間

※
１　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査　

事
業
検
討
の
段
階
で
、
公

募
に
よ
る
対
話
を
通
じ
て
事
業
者

や
市
場
の
動
向
を
調
査
す
る
こ
と
。

問
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外
勤
務
手
当
）

　
　

①
財
政
健
全
化
の
取
組
に
よ

　
　

る
令
和
５
年
度
歳
入
の
効
果

額
１
億
３
千
万
円
の
内
訳
に
つ
い

て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
金

で
９
千
１
０
０
万
円
、
市
有
財
産

の
売
却
で
４
千
万
円
な
ど
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

次
に
、
歳
出
の
効
果
額
２
億
５

千
万
円
の
内
訳
と
し
て
、
一
般
会

計
か
ら
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

へ
の
赤
字
補
て
ん
に
よ
る
繰
出
金

の
廃
止
で
１
億
８
千
８
０
０
万

円
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ

の
公
共
交
通
利
用
助
成
の
見
直
し

で
１
千
６
０
０
万
円
、
敬
老
祝
金

の
見
直
し
で
１
千
万
円
、
職
員
の

出
張
時
の
旅
費
日
当
の
見
直
し
で

４
０
０
万
円
な
ど
を
見
込
ん
で
い

る
。

　

な
お
、
財
政
健
全
化
計
画
に
規

定
し
た
各
年
度
の
数
値
目
標
に
つ

い
て
は
、
各
年
度
の
決
算
、
い
わ

ゆ
る
実
績
が
出
た
段
階
で
、
効
果

額
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
仮
に
、
計
画
の
取

組
期
間
に
お
い
て
新
た
な
効
果
が

見
込
ま
れ
た
と
し
て
も
、
計
画
の

数
値
目
標
を
更
新
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

②
使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
９
月
28
日

に
開
催
さ
れ
た
議
員
総
会
に
お
い

て
、
市
の
統
一
的
な
考
え
方
と
な

る
「
三
木
市
使
用
料
・
手
数
料
の

見
直
し
方
針
」
を
説
明
し
、
そ
の

方
針
に
基
づ
き
、
現
在
、
見
直
し

作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
の
見
直
し
で
は
、
受

益
者
負
担
の
考
え
方
を
原
則
と

し
、
公
共
施
設
の
運
営
管
理
や
各

証
明
書
の
発
行
な
ど
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
要
す
る
経
費
（
原

価
）
を
明
ら
か
に
し
た
、
い
わ
ゆ

る
「
原
価
計
算
方
式
」
に
よ
り
使

用
料
・
手
数
料
を
算
定
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
こ
の
原
価
計
算
結
果
を

基
に
、
近
隣
市
町
の
状
況
や
激
変

緩
和
も
考
慮
し
な
が
ら
、
見
直
し

後
の
新
料
金
案
を
作
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

③
令
和
４
年
度
の
時
間
外
勤
務
縮

減
の
取
組
効
果
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
２
月
現
在
、
令
和
３
年
度

と
比
較
し
て
、
時
間
数
で
約
１
万

２
千
時
間
の
減
、
一
人
当
た
り
の

平
均
時
間
は
２
時
間
の
減
、
時
間

外
勤
務
手
当
額
は
約
３
千
７
６
０

万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
の
縮
減
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
健
康
管
理
、
業
務
の

効
率
化
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
現
在
、
使
用
料
・
手
数
料
の

　
　
新
料
金
案
を
作
成
中
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
実
際
に
変
更
す
る

の
は
い
つ
頃
か
。

　
　

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直
し

　
　

に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
市

民
の
生
活
に
も
十
分
配
慮
し
、
適

正
な
料
金
と
な
る
よ
う
近
隣
市
町

の
状
況
も
十
分
検
討
し
た
上
で
作

業
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
当
初
の
想
定
よ
り
も
見

直
し
作
業
に
時
間
を
要
し
て
い

る
。
当
初
予
定
し
て
い
た
令
和
５

年
10
月
か
ら
、
半
年
程
度
遅
れ
た

令
和
６
年
４
月
に
運
用
を
開
始
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
公
明
党

　
　 

松
原
久
美
子 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
防
災
に
つ
い
て

　

・
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

　

・
高
齢
者
の
外
出
支
援
、
移
動

　

・
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

防
災
に
つ
い
て

　
　
①
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　
作
成
の
進
捗
状
況
、
時
間
を

要
し
た
理
由

②
作
成
に
あ
た
り
改
善
ま
た
は
工

夫
し
た
点

問

問答

答
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③
各
避
難
所
で
ペ
ッ
ト
を
ス
ム
ー

ズ
な
受
入
れ
が
で
き
る
体
制
と
な

っ
て
い
る
か
。

④
ス
ム
ー
ズ
な
受
入
れ
を
検
証
す

る
た
め
に
も
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓

練
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解

は
。

⑤
確
実
に
情
報
が
行
き
渡
る
よ
う

に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
市
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
作
り
防
災
に
活
用
で
き
な
い

か
。

　
　

①
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
２

月
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
２

月
９
日
に
開
催
し
た
三
木
市
防
災

会
議
に
お
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

現
在
、
防
災
会
議
で
の
指
摘
事

項
に
つ
い
て
修
正
を
実
施
し
て
お

り
、
３
月
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
確

定
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

平
成
30
年
６
月
に
松
原
議
員
か

ら
要
望
を
い
た
だ
き
、
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
着
手
し
て
き
た

が
、
令
和
元
年
度
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
が
拡
大

し
た
こ
と
に
伴
い
、
感
染
対
策
を

盛
り
込
む
必
要
が
生
じ
た
。
そ
の

た
め
、
地
震
被
害
想
定
や
避
難
所

の
収
容
人
数
の
見
直
し
を
行
い
、

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

へ
進
む
こ
と
が
で
き
た
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
正
式
に
確
定
し
た
ら
、
早

速
運
用
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

②
避
難
所
を
開
設
し
た
場
合
の
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
「
三
木

市
避
難
所
開
設
・
運
営
計
画
」
を

基
に
行
う
が
、
こ
の
計
画
は
、
避

難
所
運
営
全
般
の
概
要
を
定
め
た

も
の
で
、
一
定
の
防
災
知
識
が
な

い
と
理
解
し
に
く
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

　

開
設
期
間
が
長
期
化
し
た
場

合
、
運
営
主
体
が
市
の
職
員
か
ら

自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
避
難
者

へ
と
移
る
こ
と
か
ら
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
避
難
者

受
入
れ
の
手
順
や
役
割
分
担
な

ど
、
避
難
所
運
営
に
必
要
な
行
動

に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
を
定

め
、
地
域
の
方
々
に
わ
か
り
や
す

い
内
容
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

③
三
木
市
防
災
情
報
マ
ッ
プ
で
も

周
知
し
て
い
る
と
お
り
、
各
避
難

所
で
は
ペ
ッ
ト
の
受
入
れ
を
可
能

と
し
て
い
る
。

　

そ
の
際
の
条
件
と
し
て
、
犬
や

猫
等
の
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
方
へ

の
配
慮
が
必
要
と
な
る
た
め
、
ペ

ッ
ト
は
、
屋
内
避
難
場
所
で
は
な

く
、
屋
外
で
雨
や
風
が
し
の
げ
る

場
所
へ
の
避
難
と
な
る
。
特
定
の

場
所
は
決
め
て
い
な
い
が
、
場
所

の
指
定
は
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
所
運

営
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、

施
設
管
理
者
と
避
難
所
指
定
要
員

と
相
談
し
な
が
ら
場
所
の
選
定
に

努
め
た
い
。

④
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
訓
練
に
つ
い

て
は
、
総
合
防
災
訓
練
や
避
難
所

運
営
に
関
す
る
訓
練
で
の
実
施
を

検
討
し
た
い
。
内
容
に
つ
い
て
は

関
係
機
関
と
協
議
を
行
い
、
決
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

⑤
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
多
く

の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
あ
り
、
多
く
の
市
民
に
情
報
を

伝
え
る
手
段
と
し
て
有
効
な
媒
体

の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
に

つ
い
て
内
部
で
検
討
し
て
お
り
、

防
災
活
用
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検

討
を
進
め
た
い
。

　
　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

る
の
か
。

　
　

一
般
の
方
々
に
理
解
し
て
い

　
　

た
だ
く
こ
と
が
非
常
に
重
要

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
り
、
当
然
公

開
し
て
い
る
。
今
後
、
訓
練
等
で

検
証
し
、
改
訂
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
な
い
か
と
考
え
る
。

　

日
本
共
産
党

　
　
　

 

板
東
聖
悟 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
企
業
立
地
促
進
条
例

　
　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
三
木
市
の
美
化
事
業

　

・
中
学
生
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自

　
　

転
車

問答

答
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・
高
齢
者
温
泉
施
設
等
利
用
助

　
　

成
券
廃
止

　

・
財
政
健
全
化
計
画

財
政
健
全
化
計
画

　
　

①
計
画
に
対
す
る
市
民
へ
の

　
　

周
知
不
足

②
対
象
事
業
の
関
係
者
へ
の
説
明

③
こ
の
た
び
の
一
般
会
計
予
算
で

は
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
く
予

算
削
減
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
昨

年
度
と
比
べ
て
11
億
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
る
理
由

　
　

①
一
つ
目
に
市
議
会
や
市
民

　
　

に
対
す
る
周
知
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
３
月
２
日
に
「
三
木
市

財
政
健
全
化
計
画
」
（
案
）
を
策

定
し
、
同
月
28
日
の
議
員
総
会
で

計
画
（
案
）
を
説
明
し
、
４
月
に

は
三
木
市
区
長
協
議
会
連
合
会
定

例
理
事
会
で
計
画
（
案
）
を
説
明

し
、
記
者
発
表
し
た
。

　

５
月
に
は
全
市
的
な
市
民
説
明

会
を
開
催
し
、
市
議
会
の
各
常
任

委
員
会
で
質
疑
応
答
を
実
施
し
た

ほ
か
、
個
別
の
説
明
要
請
に
も
応

え
る
た
め
、
６
月
に
は
高
齢
者
大

学
大
学
院
で
ま
ち
づ
く
り
出
前
ト

ー
ク
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
同
年
９
月

14
日
の
議
員
総
会
で
計
画
全
体
を

再
度
説
明
し
、
11
月
８
日
の
計
画

策
定
の
後
、
市
議
会
に
報
告
す
る

と
と
も
に
、
記
者
発
表
し
、
市
民

に
周
知
し
た
。

　

二
つ
目
に
市
の
取
組
の
進
捗
に

関
す
る
市
議
会
へ
の
周
知
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
６
月
の
総
務
文
教

常
任
委
員
会
で
、
計
画
策
定
の
目

的
、
計
画
目
標
、
策
定
ま
で
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
報
告
し
、
９
月
の

同
常
任
委
員
会
で
進
捗
状
況
を
報

告
し
た
。

　

同
年
12
月
の
同
常
任
委
員
会
で

「
三
木
市
財
政
健
全
化
方
針
」

（
案
）
に
関
す
る
説
明
会
の
開
催

実
績
を
報
告
し
、
令
和
４
年
６
月

の
同
常
任
委
員
会
で
「
三
木
市
財

政
健
全
化
計
画
」
（
案
）
に
関
す
る

説
明
会
の
開
催
実
績
を
報
告
し
た
。

　

三
つ
目
に
広
報
媒
体
を
通
じ

た
、
市
民
へ
の
計
画
の
周
知
に
つ

い
て
、
広
報
み
き
令
和
３
年
８
月

号
、
10
月
号
、
12
月
号
、
令
和
４

年
３
月
号
の
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
市

の
財
政
状
況
や
財
政
健
全
化
の
取

組
の
必
要
性
を
お
知
ら
せ
し
、
令

和
４
年
６
月
号
で
計
画
（
案
）
の
策

定
と
事
業
見
直
し
の
概
要
を
掲
載

し
、
令
和
５
年
２
月
号
で
計
画
策

定
を
お
知
ら
せ
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
２
月
に
市
長

が
エ
フ
エ
ム
三
木
の
ラ
ジ
オ
番
組

で
計
画
を
説
明
し
た
。

　

市
は
、
令
和
４
年
３
月
の
計
画

（
案
）
の
策
定
か
ら
11
月
の
計
画

策
定
ま
で
の
約
８
か
月
間
、
市
民

へ
の
周
知
を
図
り
、
ま
た
、
必
要

な
手
続
を
経
た
上
で
計
画
を
策
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
市
民
へ
の
周

知
が
不
足
し
て
い
る
と
は
考
え
て

い
な
い
。

②
見
直
し
対
象
事
業
の
各
関
係
者

に
対
し
て
も
個
別
説
明
を
行
い
、

見
直
し
内
容
に
つ
い
て
の
理
解
が

得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
き
た
。

　

ま
た
、
対
象
者
が
不
特
定
で
あ

る
事
業
に
つ
い
て
も
、
計
画
（
案
）

の
段
階
か
ら
、
全
市
的
な
市
民
説

明
会
に
お
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、

見
直
し
内
容
を
広
報
み
き
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
な
ど

し
て
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

③
ひ
ょ
う
ご
情
報
公
園
都
市
の
整

備
に
７
千
万
円
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
に
３
億
７

千
７
０
０
万
円
、
市
役
所
本
庁
舎

の
改
修
に
令
和
５
年
度
は
２
億
６

千
１
０
０
万
円
、
消
防
署
吉
川
分

署
の
移
転
建
替
え
に
９
千
３
０
０

万
円
な
ど
の
大
型
事
業
を
予
算
化

し
た
こ
と
が
令
和
５
年
度
の
予
算

額
が
令
和
４
年
度
と
比
べ
て
増
額

と
な
っ
た
理
由
と
考
え
る
。

　
　

こ
れ
だ
け
説
明
し
て
い
る
の

　
　

に
、
日
本
共
産
党
議
員
団
が

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ

る
と
10
％
程
度
の
人
し
か
理
解
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

の
か
。

　
　

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
ど
の
よ

　
　

う
な
方
法
で
実
施
さ
れ
た
の

か
、
市
は
承
知
し
て
い
な
い
た
め

答
弁
は
控
え
る
。

　
　

財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
く

　
　

取
組
効
果
額
は
６
億
円
か
ら

７
億
円
と
さ
れ
て
お
り
、
令
和
５

年
度
当
初
予
算
は
昨
年
度
に
比
べ

て
11
億
円
の
増
額
と
な
る
こ
と
か

ら
、
令
和
５
年
度
当
初
予
算
は
実

答 問問

答 問
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質
17
億
円
か
ら
18
億
円
の
増
額
と

い
え
る
。
大
型
事
業
の
予
算
化

は
、
合
わ
せ
て
も
８
億
円
程
度
で

あ
り
、
市
民
に
理
解
さ
れ
な
い
の

で
は
。

　
　

単
年
度
予
算
は
、
実
施
す
る

　
　

事
業
に
よ
っ
て
増
減
す
る
。

　

一
般
財
源
収
入
の
範
囲
内
で
予

算
を
組
む
、
あ
る
い
は
歳
出
に
見

合
っ
た
だ
け
の
一
般
財
源
を
確
保

で
き
れ
ば
、
収
支
不
足
は
生
じ
な

い
。
こ
の
た
び
の
財
政
健
全
化

は
、
今
ま
で
事
業
の
見
直
し
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
事
業
の
棚
卸
し
と
い

う
形
で
実
施
し
た
。

　

将
来
に
向
け
て
三
木
市
の
財
政

を
し
っ
か
り
と
整
え
て
い
く
中
で

未
来
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
い

う
思
い
で
予
算
を
編
成
し
た
。

○
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
説
明
し

た
と
い
う
が
、
ま
だ
不
十
分
で
あ

り
、
も
っ
と
説
明
の
仕
方
に
工
夫

が
要
る
。

　

財
政
健
全
化
計
画
は
も
う
一

度
、
市
民
が
納
得
で
き
る
形
へ
と

直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

志
公

　
　
　

 

大
西
秀
樹 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
三
木
市
古
民
家
再
生
促
進
事

　
　

業
の
事
業
化

　

・
障
が
い
児
（
者
）
の
シ
ョ
ー

　
　

ト
ス
テ
イ

　

・
志
染
バ
イ
パ
ス
の
延
伸

三
木
市
一
般
会
計
予
算

　
　

①
低
所
得
の
妊
婦
の
初
回
産

　
　

科
受
診
料
の
支
援

②
産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
　

①
低
所
得
の
妊
婦
の
初
回
産

　
　

科
受
診
料
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
妊
娠
判
定
の
た
め
の
産
科
の

受
診
料
は
保
険
が
適
用
さ
れ
ず
原

則
自
己
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
妊

婦
健
診
の
対
象
に
も
な
ら
な
い
場

合
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
低
所
得

の
妊
婦
が
経
済
的
な
理
由
で
受
診

で
き
ず
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
所

得
水
準
で
あ
る
妊
婦
が
妊
娠
判
定

の
た
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
た

場
合
の
初
回
受
診
料
を
上
限
１
万

円
ま
で
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
、
兵

庫
県
と
兵
庫
県
医
師
会
が
締
結
し

て
い
る
妊
婦
健
康
診
査
事
業
委
託

業
務
を
行
う
兵
庫
県
内
の
約
１
４

０
の
医
療
機
関
で
対
応
で
き
る
予

定
で
あ
る
。

　

事
業
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
と
よ
り

医
療
機
関
や
子
育
て
施
設
な
ど
の

関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
も
行

い
、
多
く
の
方
へ
情
報
が
届
く
よ

う
に
周
知
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

②
産
後
ケ
ア
費
助
成
事
業
は
、
２

点
の
主
な
変
更
点
が
あ
る
。
一
つ

目
は
、
乳
房
ケ
ア
の
助
成
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
は
産
後
ケ
ア
と
同

時
に
利
用
し
た
い
場
合
に
は
乳
房

管
理
指
導
等
助
成
事
業
と
し
て
別

に
費
用
が
発
生
し
て
い
た
が
、
令

和
５
年
度
か
ら
は
産
後
ケ
ア
費
助

成
事
業
に
乳
房
ケ
ア
を
含
め
る
こ

と
で
、
新
た
な
費
用
は
発
生
し
な

く
な
っ
た
。

　

な
お
、
乳
房
ケ
ア
を
産
後
ケ
ア

の
内
容
に
追
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
宿
泊
型
と
日
帰
り
型
の
助
成

上
限
額
を
増
額
し
た
が
、
ケ
ア
内

容
の
追
加
に
よ
る
利
用
者
へ
の
追

加
料
金
は
発
生
せ
ず
、
利
用
時
の

自
己
負
担
額
に
変
更
は
な
い
。

　

ま
た
、
宿
泊
型
、
日
帰
り
型
以

外
に
も
訪
問
型
が
あ
る
が
、
そ
ち

ら
に
つ
い
て
の
変
更
は
特
に
な

い
。

　

市
内
と
近
隣
市
で
契
約
し
て
い

る
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
宿
泊
型

は
現
在
５
か
所
あ
る
が
、
す
べ
て

市
外
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
新

た
に
市
内
に
１
か
所
が
設
置
さ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
。

　

日
帰
り
型
は
、
現
在
７
か
所
あ

り
、
市
内
に
１
か
所
と
市
外
に
６

か
所
あ
る
。

　

訪
問
型
に
つ
い
て
は
、
市
に
登

録
し
た
在
宅
助
産
師
が
対
応
し
て

い
る
。

　

二
つ
目
は
、
双
子
な
ど
多
胎
児

の
母
子
が
産
後
ケ
ア
を
利
用
す
る

問答

答
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場
合
に
、
こ
れ
ま
で
は
２
人
目
以

上
は
別
に
追
加
料
金
が
必
要
で
、

全
額
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
た

が
、
令
和
５
年
度
か
ら
２
人
目
か

ら
は
千
円
の
自
己
負
担
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
こ
の
多
胎
児
以
外
の
場

合
で
き
ょ
う
だ
い
が
産
後
ケ
ア
を

同
時
に
利
用
す
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
施
設
が
定

め
た
自
己
負
担
が
必
要
と
な
る
。

　

事
業
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
時
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

時
な
ど
に
詳
し
く
説
明
す
る
予
定

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
申
請
受
付
に
つ
い
て

は
、
産
後
の
み
な
ら
ず
妊
娠
中
か

ら
で
も
対
応
す
る
な
ど
、
産
後
に

安
心
し
て
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
走
政
ク
ラ
ブ

　
　
　 

古
田
寛
明 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
第
10
次
三
木
市
交
通
安
全
計　

　

 

画
（
案
）

　

・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

　
　
①
市
内
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー

　
　
ツ
団
体
の
活
動
状
況

②
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の

支
援

③
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
育
成

④
優
秀
選
手
や
指
導
者
の
顕
彰

⑤
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
体
制

⑥
三
木
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に

お
け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
取

組
方
針
の
見
直
し

　
　

①
市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る

　
　

団
体
と
し
て
は
、
テ
ニ
ス
や

馬
術
競
技
を
通
じ
て
、
知
的
障
が

い
者
の
社
会
参
加
を
応
援
す
る

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

日
本
・
兵
庫
三
木
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

や
、
知
的
障
が
い
者
の
陸
上
競
技

に
取
り
組
む
「
ア
ス
リ
ー
ト
倶
楽

部
翼
」
、
障
が
い
者
の
余
暇
活
動

の
支
援
と
し
て
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
交
流
事
業
を
実
施
さ
れ

て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
は
っ

ぴ
ぃ
」
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
把
握

し
て
い
る
。

②
市
は
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
に
出
場
す
る
選
手
や
団
体
に

対
し
て
、
激
励
会
の
開
催
や
大
会

出
場
祝
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
兵
庫
県
障
害
者
の
じ
ぎ

く
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
が
開
催
さ
れ

る
際
に
は
、
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
加

盟
の
競
技
団
体
の
会
員
や
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
が
、
大
会
運
営
ス
タ

ッ
フ
の
一
員
と
な
り
、
出
場
す
る

選
手
や
団
体
を
支
援
し
て
い
る
。

③
指
導
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
を
は
じ

め
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
に
対
し

て
、
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
主
催
す
る
指

導
者
養
成
講
習
会
等
を
積
極
的
に

受
講
し
て
い
た
だ
く
よ
う
案
内
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
例
年
５
月
に
開
催
し
て

い
る
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
に
つ
い
て

も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

④
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
種

目
に
お
い
て
、
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
の

基
準
に
該
当
す
る
優
秀
な
成
績
を

お
さ
め
ら
れ
た
選
手
に
は
、
こ
れ

ま
で
も
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
授
与
す

る
な
ど
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
教
育
功
労
賞
の
基
準

に
該
当
す
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

の
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
推
薦
団

体
な
ど
が
明
確
で
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
該
当
す
る
方
に
つ
い

て
顕
彰
で
き
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
今
後
は
、
推
薦
方
法
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
く
。

⑤
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
す
そ
野

を
広
げ
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を

継
続
的
に
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
の
一

環
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

問答
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が
指
導
者
と
な
り
、
ボ
ッ
チ
ャ
教

室
な
ど
を
地
域
で
開
催
す
る
な

ど
、
だ
れ
で
も
参
加
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
競
技
と
し
て
の
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
及
び
生
活
支
援
を
目
的
と

し
た
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い

て
、
関
係
各
課
と
協
力
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
く
。

⑥
令
和
３
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

の
５
か
年
計
画
と
し
て
策
定
し
て

い
る
三
木
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

の
中
で
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
や
ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
的
に
楽
し

め
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
等
の

内
容
を
あ
げ
て
い
る
。

　

計
画
の
更
新
時
に
お
い
て
、
国

や
県
の
情
勢
や
動
向
に
注
視
し
な

が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
身
近

に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
計
画
と
な
る

よ
う
適
切
に
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
。

　

日
本
共
産
党

　
　
　

 
大
眉　

均 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
国
民
健
康
保
険
税

　
　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　

条
例
の
一
部
改
正

【
一
般
質
問
】

　

・
小
中
一
貫
教
育

　

・
学
校
給
食

　

・
国
民
健
康
保
険

　

・
農
業
の
振
興

　

・
公
共
交
通

　

・
高
齢
者
福
祉

農
業
の
振
興

　
　

①
「
（
※
１
）
人
・
農
地
プ

　
　

ラ
ン
」、「（
※
３
）地
域
計
画
」

の
作
成

②
有
機
農
業
の
推
進

　
　

①
「
地
域
計
画
」
の
策
定
に

　
　

つ
い
て
は
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
の
改
正
法
案
が
令
和

４
年
５
月
に
国
会
で
議
決
を
さ
れ

て
以
降
、
農
会
長
会
等
の
機
会
に

お
い
て
周
知
し
て
き
た
。

　

本
年
１
月
下
旬
に
は
対
象
と
な

る
農
会
長
及
び
区
長
宛
て
に
法
改

正
の
お
知
ら
せ
と
、
令
和
７
年
３

月
ま
で
に
市
街
化
区
域
を
除
く
す

べ
て
の
地
区
で
計
画
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
市
と
し
て
も

支
援
す
る
旨
の
文
書
を
送
付
し
て

い
る
。

　

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
、
市

は
対
象
と
な
る
１
１
７
地
区
の
う

ち
、
ま
ず
は
（
※
２
）
実
質
化
し

た
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
て
い
る
７
地
区
か
ら
「
地
域
計

画
」
の
策
定
を
進
め
、
続
け
て
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
策
定
済
み

の
30
地
区
、
ま
た
、
担
い
手
農
家

が
い
る
地
区
な
ど
も
策
定
を
進

め
、
そ
の
後
に
、
そ
の
他
の
地
区

に
つ
い
て
も
策
定
可
能
な
地
区
か

ら
取
組
を
進
め
て
い
く
方
針
と
し

て
い
る
。

　

計
画
策
定
の
体
制
に
つ
い
て

は
、
農
業
振
興
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
農

業
振
興
課
の
職
員
が
、
令
和
４
年

12
月
ま
で
に
６
地
区
を
訪
問
し
て

説
明
し
て
お
り
、
そ
の
後
は
地
区

か
ら
の
説
明
の
要
望
が
あ
っ
た
16

地
区
か
ら
日
程
調
整
等
の
相
談
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
は
対
象
地

域
の
農
会
長
、
区
長
及
び
関
係
す

る
農
業
委
員
や
農
地
最
適
化
推
進

委
員
に
お
集
ま
り
を
い
た
だ
い
て

説
明
会
を
開
催
す
る
予
定
と
し
て

い
る
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
市
の
農
業

振
興
施
策
の
推
進
体
制
を
強
化

し
、
「
地
域
計
画
」
策
定
支
援
な

ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
担
う
農
業
振

興
課
と
、
ほ
場
整
備
事
業
や
た
め

池
整
備
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業

を
担
う
た
め
に
新
設
予
定
の
農
地

整
備
課
の
２
課
に
よ
り
施
策
を
推

進
し
て
い
く
。

問答



１３みき市議会だより18９号
令和５年３月 定例会

②
（
※
４
）
有
機
農
業
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
３
月
15
日
に
市
主
催

で
三
木
市
有
機
農
業
セ
ミ
ナ
ー
を

初
め
て
開
催
し
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
に
は
参
加
者
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
今
後
有
機
農
業
に
関
心

の
あ
る
方
に
は
有
機
農
業
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
い
、
既
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
農
業
者
に
つ
い
て

は
、
今
後
取
組
状
況
の
情
報
提
供

を
お
願
い
す
る
な
ど
、
有
機
農
業

に
取
り
組
む
農
業
者
同
士
の
つ
な

が
り
づ
く
り
の
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

　
志
公

　
　
　 

新
井
謙
次 

議
員

【
質
疑
】

　

・
三
木
市
学
校
給
食
審
議
会

　
　

条
例

　

・
三
木
市
一
般
会
計
予
算

【
一
般
質
問
】

　

・
内
閣
官
房
万
博
国
際
交
流

　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
に
関

　
　

す
る
調
査
対
象
自
治
体
に

　
　

三
木
市
が
選
定
さ
れ
た
こ

　
　

と

　

・
地
域
に
お
け
る
小
学
校
就

　
　

学
前
の
子
ど
も
を
対
象
と

　
　

し
た
多
様
な
集
団
活
動
の

　
　

利
用
支
援
事
業

　

・
さ
ん
さ
ん
ギ
ャ
ラ
リ
ー
オ

　
　

ア
シ
ス

　

・
三
木
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ

　
　

ー
ク
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

　
　

ン
ト
開
催

三
木
市
学
校
給
食
審
議
会
条

例　
　
①
条
例
の
制
定
理
由

　
　
②
審
議
会
の
組
織

③
審
議
の
内
容

④
年
間
の
開
催
予
定
回
数

⑤
審
議
会
の
公
開

　
　

①
三
木
市
学
校
給
食
審
議
会

　
　

条
例
の
制
定
理
由
に
つ
い
て

は
、
学
校
給
食
の
円
滑
な
運
営
や

食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
学
校

給
食
に
関
す
る
課
題
等
に
つ
い

て
、
学
識
経
験
者
、
保
護
者
及
び

学
校
関
係
者
等
か
ら
幅
広
く
意
見

を
求
め
、
審
議
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

②
審
議
会
の
組
織
は
、
学
識
経
験

者
１
名
、
三
木
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

推
薦
を
受
け
た
保
護
者
２
名
、
校

（
※
１
）
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
進
む
農

村
地
域
で
集
落
の
話
合
い
に
基
づ

き
、
５
年
後
、
10
年
後
ま
で
に
地

域
内
の
農
業
に
お
い
て
中
心
的
な

役
割
を
果
た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
農
業
者
（
中
心
経
営
体
）
や
、

地
域
に
お
け
る
農
業
の
あ
り
方
な

ど
を
明
確
化
し
た
設
計
図
の
こ
と
。

（
※
２
）
実
質
化
し
た
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」　

一
度
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
地
域
で
、

新
た
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、

結
果
を
取
り
ま
と
め
た
地
図
を
作

成
し
、
５
年
後
、
10
年
後
の
方
針

を
定
め
る
な
ど
、
一
定
の
見
直
し

要
件
を
満
た
し
た
プ
ラ
ン
の
こ
と
。

（
※
３
）
「
地
域
計
画
」　

農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
第
19
条
に

基
づ
き
、
市
町
村
が
農
業
者
等
と

協
議
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
農
業

の
将
来
の
あ
り
方
や
農
用
地
の
効

率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に
関
す

る
目
標
と
し
て
農
業
を
担
う
者
ご

と
に
利
用
す
る
農
用
地
等
を
表
示

し
た
地
図
な
ど
を
明
確
化
し
公
表

し
た
も
の
。

（
※
４
）
有
機
農
業　

化
学
的
に

合
成
さ
れ
た
肥
料
及
び
農
薬
を
使

用
し
な
い
こ
と
並
び
に
遺
伝
子
組

換
え
技
術
を
利
用
し
な
い
こ
と
を

基
本
と
し
て
農
業
生
産
に
由
来
す

る
環
境
へ
の
負
荷
を
で
き
る
限
り

低
減
し
た
農
業
生
産
の
方
法
を
用

い
て
行
わ
れ
る
農
業
の
こ
と
。

答 問
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長
２
名
、
栄
養
教
諭
２
名
の
計
７

名
を
予
定
し
て
い
る
。

③
審
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
を
持
続
的
に
安
全
で
安
心
に

提
供
す
る
た
め
に
基
本
方
針
を
定

め
る
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
と
し
て
、
給
食
費

の
改
定
や
米
飯
給
食
の
回
数
の
見

直
し
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み
や

有
機
農
産
物
を
給
食
に
取
り
入
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
他
市
の
動
向

等
も
調
査
し
、
審
議
す
る
予
定
で

あ
る
。

④
年
間
の
開
催
予
定
回
数
は
、
４

月
か
ら
審
議
会
を
開
催
し
、
年
間

５
回
程
度
を
予
定
し
て
い
る
。

⑤
審
議
会
は
原
則
、
公
開
と
す

る
。
た
だ
し
、
審
議
内
容
に
よ
り

個
人
情
報
を
含
む
内
容
で
あ
っ
た

り
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
率

直
な
意
見
の
交
換
も
し
く
は
意
思

決
定
の
中
立
性
が
損
な
わ
れ
る
恐

れ
の
あ
る
場
合
は
、
非
公
開
に
な

る
。

　
　
審
議
会
で
協
議
さ
れ
る
内
容

　
　
に
つ
い
て
、
有
機
農
産
物
の

活
用
な
ど
も
テ
ー
マ
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
審
議
会
の

委
員
の
中
に
有
機
農
産
物
に
知
識

の
あ
る
保
護
者
等
を
一
般
公
募
す

る
こ
と
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
の

か
。

　
　

学
校
給
食
運
営
審
議
会
は
学

　
　

校
給
食
の
基
本
方
針
や
、
給

食
費
の
改
定
や
、
有
機
農
産
物
の

取
り
入
れ
等
の
審
議
を
目
的
と
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
市

内
の
小
中
学
校
に
通
学
し
て
い
る

児
童
や
生
徒
の
保
護
者
で
あ
り
、

普
段
か
ら
学
校
給
食
を
把
握
さ
れ

て
い
る
等
、
学
校
給
食
に
密
接
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
般
公
募
は
行
わ

な
い
。

　
　
学
校
給
食
に
関
す
る
ホ
ー
ム

　
　
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
保
護
者

か
ら
、
な
か
な
か
該
当
箇
所
ま
で

行
き
つ
か
な
い
と
の
声
を
聞
い
て

い
る
。

　
今
後
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
興
味
と

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
審

議
会
の
内
容
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
ナ
ー

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

令
和
５
年
度
か
ら
学
校
給
食

　
　

審
議
会
を
設
置
し
、
そ
の
会

議
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
予
定
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
バ
ナ
ー
を
設

置
し
、
見
や
す
く
な
る
よ
う
に
努

め
て
い
き
た
い
。

行政視察の受入
三木市議会では、他市町村からの行政視察を受け入れています。
令和５年１月１日から３月31日までの受入状況は次のとおりです。

1月12日

1月18日

2月 6日

2月  8日

月 日 市町村名 委員会名・会派名 調　査　事　項

沖縄県うるま市

宮城県名取市

熊本県玉名市

岡山県高梁市

津梁

創政会

建設経済委員会

総務文教委員会

縁結び課の取組について

縁結び課の取組について

ＤＸの取組及びデジタル窓口について

三木金物のツーリズム、酒米山田錦のSAKEツー
リズム、ゴルフのゴルフツーリズム等の観光資源
化について

問

答

答

問
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　総務文教常任委員会及び民生産業常任委員会の審査報告に付された意見、
要望の一部をご紹介いたします。

常任委員会審査報告 抜 粋

　県からスマートシティモデル地区の認定を受け、ロボット技術を活用した高齢者の外出支援や、
聴覚障がい者や外国人とのコミュニケーション支援などの実証実験に取り組まれるが、他市での
先進的な取組なども参考に三木市の課題に焦点を合わせた取組を進めていただきたい。

　高齢者を狙った特殊詐欺による被害を防止するため、通話前の警告機能や、通話中の録音機
能を備えた電話機等の購入助成をされるが、事業の周知においては、近隣市に比較して被害発生
件数が多いことを念頭に、広く情報提供をされたい。

　ＴＮＲ活動や地域猫活動に関する十分な周知を行った後、秋ごろから各団体が行う不妊・去勢手
術の費用の一部を助成されるが、猫の繁殖期も考慮され、実効性の高い不妊・去勢手術ができる
よう事業スケジュールの前倒しも検討されたい。

　複雑化・多様化する様々な課題をもつ児童生徒を支援するため、教員と連携・分担して対応する
専門スタッフを増員し、学校機能の強化を図ろうとしているが、単なる増員に留まらず、適材適所
の配置と学校全体での協力体制も充実されたい。

　運営団体では、ひきこもり当事者の社会参加に向けた支援として、気軽に立ち寄れる居場所づ
くりや就労体験の場の提供に取り組まれているが、現在の補助内容では資金面において事業の
継続に困難が生じる場合もあるので、今後も安定的に事業を実施できるよう配慮されたい。

　令和７年３月までに市街化区域を除くすべての地区で地域計画を策定する必要があるため、令
和５年４月から地域計画策定の説明会を開催されるが、この計画の重要性を十分に周知し、住民
自らが、５年後、１０年後の地域の未来を共有し、計画策定が円滑に進むよう配慮されたい。

　「ゴルフのまち三木」を全国にＰＲし、ゴルフの振興と地域活性化を目的として、様々な取組を
されていますが、事業の効果検証を行っていただき、効果的な事業推進を図られたい。

　新たに遊具等を設置する区長協議会等に対し整備費用の一部を補助しようとしているが、永続
的に公園として使用し、整備後に土地利用等に支障が生じることのないよう土地の所有者や地元
関係者と十分に協議したうえで、事業を実施されたい。

★ 官民連携によるスマートシティの推進

★ 防犯機能付き電話機等の購入支援

★ 飼い主のいない猫の不妊・去勢手術の支援

★ ICT教育指導員、不登校対策指導員及び学校看護員の増員

★ ひきこもりサポート事業の運営団体に対する支援

★ 人・農地プラン、地域計画の策定

★ ゴルフを核にしたまちづくりの推進

★ 公園整備事業補助金



　市の抱える様々な課題等について、各種
団体と意見を交換する機会として、令和５
年１月２３日に三木商工会議所及び吉川町
商工会との意見交換会を開催しました。
　三木商工会議所及び吉川町商工会から
各種事業の取組について説明を受けた後、
市の商工振興や地域活性化などをテーマ
に意見を交わしました。

１６みき市議会だより189号
令和５年３月 定例会

三木市議会事務局　電話0794（89）2309　　市のホームページアドレスは…ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｍｉｋｉ．ｌｇ．ｊｐ/

・５月臨時市議会

・６月定例市議会
6月  1日（木）

13日（火）
16日（金）
19日（月）
28日（水）

議案上程・市長提案説明

質疑・一般質問

質疑・一般質問（予備日）
討論・採決等

5月16日（火） 役員改選等
本会議の様子をラジオ「エフエム三木」

（76.1ＭＨｚ）で生放送します
休憩時間は、スタジオから
音楽が流れます。

三木商工会議所及び吉川町商工会
との意見交換会を開催しました

総務文教常任委員会

所 感

委 員 会 視 察 報 告

視　　察 　　日　1月25日（水）
視察先・調査項目　緑が丘小学校周辺　　・デジタルセンサーを活用した実証実験
　　　　　　　　 緑が丘小学校　　　　・授業におけるタブレット端末の活用状況
　　　　　　　　 県動物愛護センター 　・動物管理・動物愛護事業の現状

■ デジタルセンサーを活用した実証実験

※いずれも午前１０時から開催する予定です。
　詳しくは議会事務局までお問い合わせいただくか、
　市のホームページをご覧ください。
※５月臨時市議会は放送いたしませんのでご了承願い
　ます。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

吉川町商工会

三木商工会議所

5月臨時市議会及び6月定例市議会のお知らせ

　交通事故が多い交差点等でのデジタルセンサーを活用した交通事故発生防止のための実証実験について
視察した。
　現状のシステムでは、歩行者、自転車等には注意喚起できるが、スピーカーからの音量がさほど大きくない
ため、交通事故発生を防止するには改善が必要である。

■ タブレット端末の活用状況
　２年生の国語科及び５年生の社会科の授業を視察した。
　いずれの学年においても、タブレット端末の操作が一定程度できており、機器の効果的な活用も進んでい
ると感じられた一方で、児童らの机上は、作業のスペースがなく、機器を落下・破損させてしまう恐れがある。

■ 動物管理・動物愛護事業の現状
　県動物愛護センターの管理棟及び啓発棟の施設及び実施している「動物管理業務」「動物愛護業務」に関
する取組みを視察した。
　県動物愛護センターの取組や役割など、動物愛護に関する情報発信をさらに行って、動物に関する理解を
さらに深めていくことが必要であると感じられた。


